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ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究 
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研究要᪨ 

将来の出生率が変化すると、将来の出生数ࡶ変化するࠋしかし、出生率の

変化ࡣ、中長期的にࡣ将来のẕぶになるዪᛶ人口にࡶ影響し、ࡑれを通じて

出生数が影響を受けるたࡵ、出生率と出生数との関係ࡣ༢⣧でࡣないࠋ将来

にࡘいて、出生率の出生数࡬の影響をᐃ㔞的にᢕᥱするたࡵにࡣ、将来人口

推計の結果を活用するࡇとが᭷効で࠶るࠋ 

本研究ࡇ、ࡣの将来人口推計のしࡃみを౑ࡗて、以ୗ３ࡘのⅬを明らかに

したࡣ(1)ࠋじࡵに、将来出生数に対する人口構造の影響を明らかにしたࠋ

ලయ的にࡣ、年㱋別出生率を推計時Ⅼでのᐇ⦼್の್にᅛᐃした推計と、中

位௬ᐃにࡶと࡙ࡃ結果とのẚ較を行ࡗた(2)ࠋ次に、出生率௬ᐃのỈ‽の㐪

いが将来の出生数に࡝の⛬ᗘの࢖ンࢡࣃトを与えるかを、令和 5 年推計の結

果をࡶとにᥦ♧した（感応ᗘ分析）(3)ࠋ᭱後に、ࡇの結果を活用し、㏫のど

Ⅼに立ࡕ、将来の特ᐃ年次の特ᐃỈ‽の出生数に対応する出生率௬ᐃのỈ‽

をồࡵる⟬ᐃ᪉法を♧したࠋ 

(1)にࡘいてࡣ௒後の出生数減少の࡯と࡝ࢇが年㱋別人口の変化によࡗて

ㄝ明でࡁるࡇとを♧したࠋ出生率の㧗位௬ᐃでࡗ࠶てࡶ出生数ࡣ減少し、年

㱋別人口の変化の影響がᴟࡵて大ࡁい(2)ࠋ௬ᐃࡉれた出生率と推計ࡉれる

出生数の関係を⥺ᙧࡲたࡣ஧次関数で♧すࡇとで、出生率の出生数࡬の影響

を㐃⥆的にᢕᥱするࡇとがでࡁた(3)ࠋᕥグの関係ᘧから、推計ࡉれる出生

数に㐩するたࡵにᚲ要な出生率Ỉ‽をゎ析的にồࡵるࡇとがでࡁた2050ࠋ

年に 50 ୓人の出生が生ࡲれるたࡵにࡣ 2070 年に 1.22 の出生率となる௬ᐃ

タᐃがᚲ要で2060、ࡾ࠶ 年に 50 ୓人の出生が生ࡲれるたࡵにࡣ 2070 年に

1.37 のỈ‽がᚲ要で࠶るといࡗた関係を♧すࡇとがでࡁたࠋ 

 

㸿．研究目的 

 出生率を௬ᐃし、人口推計を行うࡇとで、

将来の出生数の推計するࡇとがでࡁるが、

出生率と出生数の関係ࡣ、一⯡にࡣ推計を

ᐇ際に行うࡇとでしかᚓられないࠋしかし

よࡾ⡆౽に関係をồࡵるたࡵに、将来人口

推計と条件付ࡁ推計の活用を᳨ウしたࠋ 

 

㹀．研究᪉法 

日本における公的推計として、国立社会

保障・人口問題研究所ࡣ「日本の将来推計

人口」を公表しているࠋ㐣ཤの人口動態の

動向を中立的に将来にᢞ影して௬ᐃ್をᚓ

たࡶのが中位௬ᐃとࡉれ、出生率、死亡率、
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日本人の入国㉸㐣率と外国人の入国㉸㐣数

と入国㉸㐣率にࡘいてᢞ影した中位௬ᐃを

用いたࡶのが中位推計となるࠋ 

ࡸいて、ึ婚行動ࡘた出生率の௬ᐃにࡲ

ኵ፬の出生行動➼が、少子化が㐍ࡔࢇ㏵上

の世代のỈ‽にᡠるとする㧗位௬ᐃࡸ、᭱

新の世代ࡲでみられる変化が、௒後の世代

でࡉࡶらに㐍ࡇࡴとを௬ᐃしたప位௬ᐃが

タᐃࡉれ、ࡑれࡒれ出生㧗位௬ᐃによる推

計、出生ప位௬ᐃによる推計結果がᚓられ

るࠋ 

うした中位௬ᐃ್と㧗位௬ᐃ್とのẚࡇ

率、中位௬ᐃとప位௬ᐃ್とのẚ率を౑い、

᭱⤊的な合計特Ṧ出生率のỈ‽をᶵᲔ的に

変え、中位推計に対するᵝࠎなỈ‽の௬ᐃ

್をタᐃし将来推計を行ࡗたࡶのが、条件

付推計で࠶るࠋ㧗位、中位、ప位推計、お

よび条件付推計を活用して、出生率と出生

数との関係をồࡵたࠋ 

本研究でࡘ３ࡣの関係をồࡵるࡇとを᳨

ウしたࡣ(1)ࠋじࡵに、将来出生数に対する

人口構造の影響を明らかにしたࠋලయ的に

年㱋別出生率を推計時Ⅼでのᐇ⦼್の、ࡣ

್にᅛᐃした推計と、中位௬ᐃにࡶと࡙ࡃ

結果とのẚ較を行ࡗた(2)ࠋ次に、出生率௬

ᐃのỈ‽の㐪いが将来の出生数に࡝の⛬ᗘ

の࢖ンࢡࣃトを与えるかを、令和 5 年推計

の結果をࡶとにᥦ♧した（感応ᗘ分析）(3)ࠋ

᭱後に、ࡇの結果を活用し、㏫のどⅬに立

将来の特ᐃ年次の特ᐃỈ‽の出生数に、ࡕ

対応する出生率௬ᐃのỈ‽をồࡵる⟬ᐃ᪉

法を♧したࠋ 

 

㹁．研究成果 

(1)にࡘいてࡣ௒後の出生数減少の࡯と

ࡁてㄝ明でࡗが年㱋別人口の変化によ࡝ࢇ

るࡇとがわかࡗたࠋ出生率の㧗位௬ᐃで࠶

減少し、年㱋別人口の変化ࡣ出生数ࡶてࡗ

の影響ࡣᴟࡵて大ࡁい(2)ࠋ௬ᐃࡉれた出生

率と推計ࡉれる出生数の関係を⥺ᙧࡲたࡣ

஧次関数で♧すࡇとで、出生率の出生数࡬

の影響を㐃⥆的にᢕᥱするࡇとがでࡁたࠋ

(3)ᕥグの関係ᘧから、推計ࡉれる出生数に

㐩するたࡵにᚲ要な出生率Ỉ‽をゎ析的に

ồࡵるࡇとがでࡁた2050ࠋ 年に 50 ୓人の

出生が生ࡲれるたࡵにࡣ 2070 年に 1.22 の

出生率となる௬ᐃタᐃがᚲ要で2060、ࡾ࠶

年に 50 ୓人の出生が生ࡲれるたࡵにࡣ

2070 年に 1.37 のỈ‽がᚲ要で࠶るといࡗ

た関係を♧すࡇとがでࡁたࠋ 

 

㹂．結果の⪃ᐹ 

௒ᅇ出生率と出生数の関係のࣔࣝࢹ化に

౑用したの1.00、ࡣ から 2.20 の⠊ᅖのࢹ

ーࢱでࡗ࠶たが、⌧ᐇにࡣ国ࣞ࣋ࣝで 1.0

をୗᅇるሙ合ࡶ出てࡁておࡾ、㉸ప出生率

のሙ合の࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࡶ行い、ᨵࡵて

 ࠋうࢁ࠶㔜要でࡶとࡇングするࣜࢹࣔ

 

㹃．結論 

本研究でࡣ将来の出生率の変化が࡝のよ

うな出生数をࡶたらすのか、とࡃに長期に

なると௬ᐃࡉれた出生率のỈ‽が෌生⏘年

㱋ዪᛶの人口を通じて出生数に影響を与え

る࣓࢝ࢬࢽムࡶ含ࡲれるたࡵ、コーホート

要ᅉ法による将来人口推計の᪉法を用いて、

の出生率と出生数の関係をᐃ㔞的に♧すࡑ

日本の将来推」ࡣ本研究でࠋとをヨみたࡇ

計人口（令和 5 年推計）」（国立社会保障・

人口問題研究所）の出生中位（死亡中位）

௬ᐃによる結果を用いたࠋ 

るが、2020࠶௒後の出生数の変化で、ࡎࡲ

年の出生率をᅛᐃして推計を行ࡗた結果と

中位の出生率௬ᐃによࡗて推計を行ࡗた結

果をẚ較すると、2020 年以㝆 2070 年ࡲで

の減少分の 95㸣が௬に出生率に変化がな

る減少でࡁ人口の変化のみでㄝ明でࡶてࡃ

なお、௒ᅇ出生率とࠋたࡗとがわかࡇる࠶

出生数の関係のࣔࣝࢹ化に౑用したのࡣ、

1.00から 2.20の⠊ᅖのࢹーࢱでࡗ࠶たが、
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⌧ᐇにࡣ国ࣞ࣋ࣝで 1.0 をୗᅇるሙ合ࡶ出

てࡁておࡾ、㉸ప出生率のሙ合の࣑ࣞࣗࢩ

ーࣙࢩンࡶ行い、ᨵࡵてࣔࣜࢹングするࡇ

とࡶ㔜要でࢁ࠶うࠋ 

年㱋別出生率のỈ‽が変わるࡇとで、出

生数が࡝のように変わるかࡣ、௬ᐃ್をᶵ

Ე的に変化ࡉせて将来人口推計を行うࡇと

で明らかにするࡇとがでࡁるࠋ特ᐃ年次の

将来出生数を 2070 年の出生率௬ᐃの関数

とすると、2030 年、2040 年、2050 年ࡣ⥺

ᙧࣔ2060、ࣝࢹ 年、2070 年ࡣ஧次関数ࣔࢹ

ࣝが࠶てࡗࡲࡣたࠋ㏫に、特ᐃ年次に特ᐃ

の出生数がᐇ⌧ࡉれるሙ合に᝿ᐃࡉれる出

生率の௬ᐃ್にࡘいてࡣ、上グの出生数と

出生率の関係ᘧを、合計出生率にࡘいてゎ

析的にồࡵたࡑࠋれによると、2050 年に

8,000 ୓の出生数をᐇ⌧するሙ合にࡣ、᭱

⤊的な合計特Ṧ出生率ࡣ 1.78 と᝿ᐃࡉれ、

2070年に 5,000୓の出生数を⥔ᣢするたࡵ

にࡣ、合計特Ṧ出生率の௬ᐃ್の᭱⤊ࣞ࣋

ࡣࣝ 1.43 と᝿ᐃࡉれるࠋ 

出生率ࡣ将来の人口ࡸ年㱋構造に影響を

与え、ࡑうした条件を介して出生数に影響

するたࡵ、関係を༢⣧にとらえるࡇとࡣで

ᐇ際に条件を変えて人口推計を行ࠋないࡁ

うࡇとで、ࡇࡑからᚓられる関係を฼用す

る᪉法を⪃᱌したࠋ将来推人口推計のᡭ法

けࡔ⵹↛ᛶの㧗い人口ண に฼用する、ࡣ

でなࡇ、ࡃうした人口つᶍࡸ構造を介する

出生率と出生数の関係な࡝、変数㛫の」㞧

な関係をとらえるࢶーࣝとしてࡶ᭷用で࠶

 ࠋるࡁᖜᗈい活用が期ᚅで、ࡾ

 

㹅．研究Ⓨ表 

１．論ᩥⓎ表 

 

岩澤美帆・余田翔平・石井太(2025)「拡ᙇ

ࣜー・࢝ーࢱー・ࣔࣝࢹを㐺用した年㱋

別出生率の推計」『人口問題研究』,第81

ᕳ第3ྕ,pp.197–220. 

 

石井太・別府志海・菅桂太・岩澤美帆(2025)

「月別に拡ᙇした「日本∧死亡ࢹー࣋ࢱ

ース」による死亡率の期ᚅ್とᐇ⦼್の

஋㞳分析」『人口問題研究所』第81ᕳ第3

ྕ,pp.221–241. 

 

岩澤美帆(2025)「ຍ㏿する出生減の࣓࢝ࢽ

 ,え」『⤫計』11月ྕࡃࡺムと少子化のࢬ

pp.4-12.(査ㄞ↓し) 

 

岩澤美帆(2026)「日本の人口」林玲子┘

ಟ・国立社会保障・人口問題研究所⦅ⴭ

『人口と社会̿ࢹーࢱでㄞみゎࡃ世⏺と

日本』日経༳ๅ, pp.23-40. 

 

２．学会Ⓨ表 

 

岩澤美帆・別府志海（2025）「2020 年以㝆

の死亡数の変動と関㐃஦㇟」日本人口学

会第 77 ᅇ大会(福ᒸ大学（福ᒸ市））

(2025.6.8). 

 

石井太、別府志海、菅桂太、岩澤美帆（2025）

「新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染症拡大以㝆に

おける死亡率の期ᚅ್とᐇ⦼್の஋㞳分

析」」日本人口学会第 77 ᅇ大会(福ᒸ大学

（福ᒸ市）(2025.6.8). 

 

 

㹆．▱的財⏘ᶒの出㢪・Ⓩ㘓状況 

なし 
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